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［法定刑：３年～１５年、無期有期刑の尺度中央値：約５年１１月（単純平均値：９年)］
図６強姦致死傷における自由刑（懲役）の科刑状況
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［法定刑：１月～３年尺度中央値：約９月（単純平均値：約１年７月)］
図２２贈賄における自由刑（懲役）の科刑状況
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■ 蕊』蕊Ｉ 蕊蕊iｉ Ｂ－－－
自由刑の実態と量刑判断 4７
図２３住居侵入における自由刑（懲役）の科刑状況
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［法定刑：１月～３年尺度中央値：約９月（単純平均値：約１年７月）］
図２４器物損壊における自由刑（懲役）の科刑状況
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ロ⑤エユ 房p■溺麺ZｚＺＺ 鰯鰯⑰，ZＨ１Ｌｎ２ ⑤
小島透5２
このような科刑状況は、殺人における事例群を、「３年」ないしは「５年以下（３年超)」の階級を中心と
した比較的重大性が低い事例群と、「10年以下（７年超)」の階級を中心とする比較的重大性が高い事例群と
の２つに類型化することが可能であることを示すものである。法定刑の１つのあり方として、犯罪の類型を
細分化して刑罰枠の幅をできるだけ狭めようとする立場に立つのであれば、1つの法定刑は、単一の犯罪類
型を対象にして設定されるべきである。このように考えるのであれば、二分化しているそれぞれの類型に応
じて、殺人の法定刑を２つに分割して設定するのも1つの立法のあり方であろう(２７）（図３１参照)。すなわ
ち、現在の殺人における法定刑を、３年から５年の間のいずれかの値を尺度中央値とする法定刑（図３１に
おける新刑罰枠Ａ）と７年から１０年の間のいずれかの値を尺度中央値とする法定刑（図３１における新刑
罰枠Ｂ）（無期懲役および死刑を含む）の２つの法定刑に分割するのである。当然、２つの法定刑を個別化
するための量刑事情は構成要件として法定化される必要があるから、単に法定刑のみを分割するだけでは足
りず、構成要件もそれに応じて２つのものが設定されなければならない。そして、法定刑に応じて設定され
る構成要件としては、例えば、故殺と謀殺などが考えられるが、新しい構成要件のあり方をより詳しく検討
するためには、現実の判決から２つのグループを分かつ因子を抽出することが必要となるであろう（統計的
手法としては、数量化Ⅱ類が役立つと思われる)。本稿では、これ以上の検討は避けるが、殺人における法
定刑の１つのあり方としてその方向性を示しておきたいと思う。今後の法定刑に関する議論において、参考
になれば幸いである。
<註＞
(1)VgLHans-JihIgcnBmns,DasRcchtdcrStrafZumcssung,EincsystcmatischeDalstcllungfUrdiePraxis,２.Ａｕf1.,1985,Ｓ２５９ｆま
た、井田良「量刑理論の体系化のための覚書」法学研究69巻２号（1996年）308頁参照。
(2)法律上の加重・減軽事由あるいは酌量減軽がある場合には、法定刑は、上限方向（加重の場合）あるいは下限方向（減
軽の場合）に修正される。このように修正された刑罰枠を、処断刑という。そして、具体的な刑罰は、この処断刑の範
囲において決定される。
(3)罰金の額等の引上げのための刑法等の一部を改正する法律（平成３年法律第３１号)。
(4)小島透「法定刑の引上げと量刑一罰金額等の引上げ（平成３年）における統計データから見た科刑状況の変化とその
検討」岡山理科大学紀要３９号Ｂ(2004年）６５頁以下。
(5)河村博「罰金刑について」研修479号（1988年）３８頁、尾崎道明「罰金刑について－その２」研修４８０号（1988年）７３
頁、東條伸一郎・角田正紀「罰金刑の見直しについて（上)」判例タイムス６６８号（1988年）５０頁以下、同「罰金刑の
見直しについて（下)」判例タイムス６７１号（1988年）３１頁以下、池田茂穂「我が国における財産刑運用の実情と問題
点について」法務総合研究所研究部紀要３２号（1989年）５頁以下、同「我が国における罰金刑運用の実情と問題点」
時の法令1356号（1989年）３２頁以下など参照。
(6)刑法の一部を改正する法律（平成１３年法律第１３８号：平成１３年１２月５日公布、同年１２月２５日施行）により新設
された危険運転致死傷罪は、実質的には業務上過失致死傷罪の法定刑引上げと理解すること力;できる。この危険運転致
死傷罪および業務上過失致死傷罪については、別途検討したいと考えている。
(7)諮問第69号の内容については、http:"wwwmqj､gojp/SHINGI/040210-4.html参照。
(8)法制審議会刑事法（凶悪・重大犯罪関係）部会の議事録については、http:"wwwmqjgojp/SHINGI/O40419-LhtmI（第１
回会議)、http://www、Ojgojp/SHINGI/O40517-1html（第２回会議)、http:"wwwmqjgojp/SHINGI/040604-1html（第３回会
議)、http:"wwwmqj・gojp/SHINGI/040702-1.html（第４回会議)、およびhttp:"Wwwmqj・gojp/SHINGI/040730-1html（第５回
会議）参照。
(9)諮問第６９号に対する答申(凶悪・重大犯罪に対処するための刑事法の整備に関する要綱(骨子))及び附帯決議の内容
については、http:"Wwwmqj､gojp/SHINGI/040908-7.hｍl参照。
(10）答申は、有期の懲役・禁鋼の法定刑の上限を現行の１５年から２０年に、強制わいせつ・準強制わいせつの各罪の法
定刑の上限を現行の７年から１０年に、強姦・準強姦の各罪の法定刑の下限を現行の２年から３年に、強姦致死傷の法
定刑の下限を現行の３年から５年に、殺人の法定刑の下限を現行の３年から５年に、傷害の法定刑については、懲役の
上限を現行の１０年から１５年に、罰金の多額を現行の３０万円から５０万円にするのと同時に科料を廃止に、また、傷害
致死の法定刑の下限を現行の２年から３年に、危険運転致傷の法定刑の上限を現行の１０年から１５年に、それぞれ引き
上げることなどを内容とする。なお、強盗致傷については、法定刑の下限を現行の７年から６年に引下げることが提案
された。この引下げは、諮問の段階では存在せず、法制審議会刑事法･(凶悪・重大犯罪関係）部会における審議の結果、
自由刑の実態と量刑判断 5３
酌量減軽などの１回の減軽で執行猶予を可能にするなどを理由として、附帯決議として加えられたものである。
(11）諮問第７１号の内容については、http:"wwwmqjgojp/SHINGI/040908-2.html参照。
(12）諮問は、逮捕及び監禁、未成年者略取及び誘拐の各罪の法定刑の上限を現行の５年から７年にそれぞれ引き上げる
ことなどを内容とする。
(13）司法統計年報に掲載されるデータの罪名別の分類方法が、平成１０年までは「現住建造物等放火｣、「傷害致死｣、「強
盗」等の個々の罪名ごとの細かい分類であったものが、平成１１年からは「放火の罪｣、「傷害の罪｣、「窃盗の罪」のよ
うに章を中心とした大きな分類に変更された。このため、平成１１年以降については司法統計年報から個々の罪名ごと
のデータが抽出できなくなったため、調査期間の終期を平成１０年とした。
(14）本稿で用いたデータは、『司法統計年報２刑事編』に掲載された表のうち、「通常第一審事件の終局総人員一罪名、
男女・法人別終局区分別一全地方裁判所」（36-1表、平成9,10年では３４－１表)、「通常第一審事件の有罪（懲役・禁鋼）
人員一罪名別刑期区分別一全地方裁判所」（36-3表、平成９，１０年では３４－３表)、「通常第一審事件の終局総人員一罪名、
男女・法人別終局区分別一全簡易裁判所」（36-5表、平成９，１０年では34-5表)、「通常第一審事件の有罪（懲役）人員一
罪名別刑期区分別一地方裁判所管内全簡易裁判所別，全簡易裁判所」（36-6表、平成9,10年では34-6表）による。
(15）グラフの階級は、司法統計年報の刑期区分にしたがった。ただし、階級値の取り方によって、グラフの分布は異な
る形状をとりうる。そして、本稿においては司法統計年報のデータを使用することによる制約からこのような階級値を
用いることとしたが、このような階級値の設定が必ずしも最適な階級値の取り方を意味するものではない。しかしなが
ら、以上のような階級値によっても本稿の検討において必要とされるおおよその科刑状況は把握できるものと考え、検
討をすすめることとした。
(16）小島透「量刑の評価過程と数量的構造（3．完）－量刑における数学モデルの検討を中心として」名古屋大学法政論
集170号（1997年）２９頁、池田・前掲註(5)「我が国における財産刑運用の実情と問題点について」２５頁参照。
(17）VglKarlHaag,RationaIeStrafZumessung,EincntscheidungstheoretischesModellderstrafrichtcrIichcnEntscheidung,1970,ｓ
62-65.また、松宮崇･徳山孝之･岩井宜子「量刑の数量化に関する基礎的研究一自動車事故事件について」法務総合研究
所研究部紀要１４号（1971年）３３頁参照。
(18）小島・前掲註(4)では、法定刑の中央の値を単に「中央値」とよんでいた。これについては、「｢中央値」は、『資料
を大きさの順に並べたとき中央に来る値＝メディアン』を指すのに使われているので紛らわしいように思う」とのご指
摘をいただいた。貴重なご意見に感謝するとともに、指摘を受けて本文のように修正したいと思う。本稿の意図すると
ころは、「尺度中央値」とは、尺度の目盛りを考えるとき、「中央」に来る目盛りの値、例えば目盛り０，１，２，…５，…
９，１０を順番に並べたときに、中央に来る目盛り、すなわち目盛り５の位置を「尺度中央値」とよぶ、ということであ
る。また、既に使用している「中央値」とできる限り類似している用語であることも、考慮に入れた。
(19）下限と上限の平均（単純平均）値は、次式で求められる。
ｍｃ＝（ｍＬ＋ｍｕ）／２式Ｚ
ｍｃ：平均（単純平均）値，ｍＬ：法定刑の下限の値，ｍｕ：法定刑の上限の値
(20）対数座標上における平均値は、次式で求められる。
ｍ“＝仮百夛孟Ｔ式３
，Ｍ：対数座標における平均値，ｍし：下限の値，ｍｕ：上限の値
(21）小島・前掲註(16）２８頁。なお、法定刑における評価尺度の性質および対数関数の適用については、小島・前掲註(16）
１２頁以下において詳細に検討しているので、参照されたい。
(22）単純平均による値は、前掲註(19)の式２によって求められる。
(23）拘留（１日以上３０日未満：刑法１６条）と２年以下の懲役（刑法２０８条）を通した評価尺度における尺度中央値を示
す。ただし、１月を３０日として計算した。
(24）詳細については、小島・前掲註(4)６９頁以下を参照されたい。
(25）小島・前掲註(16）３１頁。
(26）短期自由刑に関する議論については、大谷實「刑事政策講座（第四版)」（1996年）１３４頁以下、藤本哲也『刑事政
策概論（全訂第三版)』（2003年）136頁以下など参照。
(27）小島・前掲註(16）３４頁以下参照。
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Therangeofthesentencmgdefinedmthepenaltyrulenotonlydefinesthｅｌｏｗｅｒｌｉｍｉｔａｎｄｕｐｐｅｒｌｉｍｉｔｏｆ
ｔｈｅｓentencmg,butfUnctionsasawratmgscalel，fbrthesentencmg、Whenconsideringthewaythesentencing
shouldbe,itisanimportantpomtatissuewhatkindofcaseislocatedinwhichpositionoftherangeofthe
sentencmg・Ａｎｄｉｎｏｒｄｅｒｔｏｈａｖｅｓｕｃｈａｎａｒｇｕｍｅｎｔ，ｉｔｉｓｍｄｉｓｐｅｎｓａｂｌｅｔｏｇｒａｓｐｗｈａｔｋｍｄofdistribution
situationlheactualsentencingsituationshowsmtherangeoflhesentencmg
So，inthispaper,thedistributionsituationoftheimprisonmentinJapanwasexpressedbycreatmgthe
dia厚anⅡnaticchartusingthestatisticsdatafToml975tol998・Andbyanalyzmgthesentencingsituationof
theimprisonment,theactualstateofthesentencingfbrtheimprisonmentwasclarified,ａｎｄthepomtatissue
wasinvestigated．
